
介護支援
ボランティアポイント

モデル事業
（柏台小学校区域）

がスタート

　
介
護
予
防
の
た
め
に

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
せ
ん
か

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
モ
デ
ル
事
業
は
、
市
内
に
居

住
す
る
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
介

護
保
険
施
設
や
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
宅
で
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
と
、
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
特
典
が
受

け
ら
れ
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
を
目
的
と
し
、
事
業
期
間
は

毎
年
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
で
す
。

本
年
度
に
限
り
４
月
か
ら
開
始
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
柏
台
小
学
校
区
域

を
活
動
場
所
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
先
行
導
入
し
ま
す
。
事
業
を
検

証
し
、
課
題
を
改
善
し
た
後
、
市

内
全
域
へ
拡
大
す
る
方
針
で
す
。

　
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル
事
業
」が
平
成
３１
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
そ
の
事
業
の
概
要
と
、
平
成
２2
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
独
自
に
取
り
組
ん

で
い
る
社
会
福
祉
法
人
み
ち
の
く
協
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル
事
業
と
は

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
、

ポ
イ
ン
ト
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
が
押

印
さ
れ
ま
す
。
１
時
間
の
活
動
で

ス
タ
ン
プ
１
個
、
１
日
２
個
ま
で

を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。
手
帳
は
、

ス
タ
ン
プ
５０
個
ま
で
押
印
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
業
期
間
終
了

後
、
市
へ
申
請
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

交
換
決
定
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
市
商
工
会
で
５
ポ

イ
ン
ト
５
０
０
円
相
当
、
最
大
５０

ポ
イ
ン
ト
で
５
千
円
相
当
の
市
共

通
商
品
券
と
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
商
品
券
は
、
発
行
日
か

ら
有
効
期
限
ま
で
の
６
カ
月
間
、

市
内
の
加
盟
店
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
を
受
け
る
た
め
に
は

年
間
最
大
５０
ポ
イ
ン
ト
付
与

共
通
商
品
券
５
千
円
の
特
典

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な

る
た
め
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❶
市
が
実
施
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会
の
受
講

❷
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
扱
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入

❸
市
内
に
居
住
す
る
６５
歳
以
上
の

高
齢
者

　
❷
は
、
年
額
３
５
０
円
の
保
険

料
が
か
か
り
ま
す
。
❶
か
ら
❸
ま

で
の
要
件
を
全
て
満
た
し
、
市
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
す
る
と
、
ポ

イ
ン
ト
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

手
帳
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
、
翌

年
度
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日時　６月１４日（金）午前10時から午後４時まで
場所　市役所多目的ホール棟
持ち物　昼食、ボランティア保険料（３５０円）、印鑑
申込先　市健康福祉課地域包括支援センター
　　　　　　（☎・内線1090）

まずは第２回ボランティア研修会へ参加しましょう！

介護支援ボランティアポイントモデル事業  　＆Ａ

ポイント手帳は１人につき年１枚発行

ボランティア研修会ではどんなことをするの？Ｑ
　安心してボランティア活動が出来るように、介護支援ボラ
ンティアポイントモデル事業に関することやボランティア活
動の心構えなどを学びます。
　また、研修会場でボランティア保険の加入手続きもできます。

Ａ

表＿介護支援ボランティアの活動例

（１）介護保険施設

趣味・特技を生かした活動
（囲碁・将棋などの相手、芸能披露など）

レクリエーションの手伝い

施設行事の手伝い

お茶出し、配膳、下膳の手伝い

入所者・利用者の話し相手、傾聴

散歩や施設内などの車いす移動介助

草取り、草花などの手入れ

洗濯物の整理、シーツ交換

施設職員の指示を受けて行う掃除など
の軽作業

（２）支援を必要とする高齢者宅

家庭ごみのごみ出し

回覧板の回付

草取り、草花などの手入れ（用具などは
持参）

通院、買い物などへの付き添い

除雪（除雪用具などは持参）

Ｑ

ボランティア活動はどのようなことをするの？Ｑ
　介護保険施設や支援を必要とする高齢者宅でボランティア
活動をします。
　活動内容は、右表の活動例を参照してください。

Ａ

ポイントが残ったらどうなるの？Ｑ
　未交換分は５０ポイントまで次の事業期間に繰り越せます。Ａ

随時

八幡平
市役所

本
年
度
の
事
業
の
流
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
受
講

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
申
請

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の
交
付

１2月

【柏台小学校区域】
介護保険施設および

支援を必要とする高齢者宅

４月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ポ
イ
ン
ト
付
与

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ポ
イ
ン
ト
付
与

１月

八幡平
市役所

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請

ポ
イ
ン
ト
交
換
決
定
通
知

２月

八幡平市
商工会

ポ
イ
ン
ト
交
換
手
続
き

市
共
通
商
品
券
交
付

}
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ご
厚
意
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
で
は
、
月
に
２
日
、
利

用
者
の
散
髪
が
あ
り
、
部
屋
か
ら

そ
の
場
所
ま
で
の
車
い
す
移
動
介

助
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

富
士
見
荘
で
開
か
れ
る
夏
祭
り
で

は
、
利
用
者
全
員
の
移
動
介
助
を

す
る
の
で
、
そ
の
際
に
も
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
陽
だ
ま
り
の
皆
さ

ん
は
、
利
用
者
と
顔
な
じ
み
で
、

今
で
は
施
設
に
と
っ
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

市
の
制
度
が
始
ま
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、地
域
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
す
る
人
が
増
え
て
、
お
互
い

に
安
心
で
き
る
地
域
が
広
が
れ
ば
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

み
ち
の
く
協
会
の
故
・
関
口

知と
も
お男

前
理
事
長
の「
協
会
が
持
っ
て

い
る
技
術
や
知
識
を
地
域
に
還
元

し
た
い
、
地
域
貢
献
し
た
い
」と
い

う
思
い
が
、
平
成
２２
年
度
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
そ
の
受
講
生
へ
呼

び
掛
け
て「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
陽

だ
ま
り
」発
足
に
賛
同
い
た
だ
き
、

会
員
１４
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
、
継
続
の
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
が
満
点
の
20
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
５
０
０
円
の
市
共
通
商

品
券
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

わ
ず
か
な
額
な
の
で
、
皆
さ
ん
の

　昭和24年生まれ。平成２８年６月か
ら理事長に就任する。地域における
福祉サービスの拠点として、さまざ
まな事業に取り組んでいる。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
感
謝

みちのく協会理事長さんに聞きました！

　
八
幡
平
市
に
移
住
し
、
定
年
後

を
ど
う
過
ご
そ
う
か
な
、
と
思
っ

て
い
た
時
に
、
み
ち
の
く
協
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生

募
集
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
妻
と
一

緒
に
受
講
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
受
講
後
の
平
成
２３
年
１０
月

に「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
陽
だ
ま

り
」の
設
立
に
賛
同
し
、
初
代
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
主
に
富
士
見
荘
で
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
車
い
す
の
移
動
介
助
を

し
て
い
ま
す
。利
用
者
の
そ
ば
で
、

夏
祭
り
を
一
緒
に
過
ご
し
た
り
、

お
茶
会
に
参
加
し
た
り
し
て
、
自

分
も
一
緒
に
楽
し
み
を
共
有
で
き

る
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力

で
す
。

　
以
前
、
利
用
者
の
布
絵
制
作
を

介
添
え
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
利
用
者
の
作
品
が
部
屋
に
飾

ら
れ
る
と
、
私
も
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
何
か
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
を

や
り
た
い
。
人
に
喜
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
自
分
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
家
で
た
だ
過
ご
す
よ
り

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら

体
を
動
か
し
た
方
が
、
自
分
の
健

康
の
た
め
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
無
理
を
し

な
い
程
度
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頑

張
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
自
分
の
健
康
に
も
な
る

　昭和15年生まれ。遠野市で育つ。
高校教諭を定年退職し、八幡平市へ
移住。妻と共にボランティアの会の
活動を積極的に取り組んでいる。

ボランティアさんに
聞きました！

社会福祉法人みちのく協会

工藤 和子 さん（70）理事長
＝松尾＝

ボランティアの会 陽だまり

多田 實
み つ や

也 さん（78）会長
＝上寄木＝

表＿ボランティアの活動場所となる介護保険施設
施設名 連絡先

特別養護老人ホーム　富士見荘 ☎ 78－2455

介護老人保健施設　希望（のぞみ） ☎ 7１－1010

ケアハウス　アーベイン八幡平 ☎ 78－２７１０

松尾デイサービスセンター ☎ 78－3720

八幡平ハイツ　デイサービスほかほかクラブ ☎ 78－2229

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
場
所
は
、
左
表
に
あ
る
介
護
保

険
施
設
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
宅
と
な
り
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
交
付
後
、
希

望
す
る
介
護
保
険
施
設
へ
連
絡

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
・

内
線
１
０
９
０)
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